
 
 

 

３農振第 1914 号 令和３年 12 ⽉ １⽇ 
最終改正 ４農振第 1920 号 令和４年 11 ⽉ 10 ⽇ 

農林⽔産省農村振興局 
 

つなぐ棚⽥遺産ロゴマーク使⽤規約 
 
１．趣旨 

農林⽔産省では、棚⽥地域の振興に関する取組を積極的に評価し、国⺠の皆さまに、棚⽥
地域の活性化や棚⽥の有する多⾯的な機能に対するより⼀層のご理解とご協⼒をいただく
ことを⽬的として、優良な棚⽥を認定する「つなぐ棚⽥遺産〜ふるさとの誇りを未来へ〜」
を実施します。 

本取組の認知度を⾼めるとともに、認定地域の連帯感を⾼めるため、つなぐ棚⽥遺産のロ
ゴマークを設けています。本規約では、つなぐ棚⽥遺産ロゴマークを使⽤する場合の取扱い
に関し、必要な事項を定めます。 
 

２．使⽤承認の申請及び承認 
（１）ロゴマークを使⽤する者は、「別記様式１つなぐ棚⽥遺産ロゴマーク使⽤承認申請書」

に必要事項を記載して、農林⽔産省農村振興局農村政策部地域振興課⻑（以下「地域振
興課⻑」という。）宛てにメール（提出先メールアドレス：tanada_supporter@maff.go.jp）
で提出してください。地域振興課⻑は申請書の内容を審査し、承認します。 

（２）ただし、次のいずれかに該当する場合は、申請の⼿続きを省略することができます。 
・棚⽥地域振興に関する取組を実施している関係府省庁（内閣府、総務省、⽂化庁、国⼟

交通省、観光庁、環境省）及びその地⽅出先機関、地⽅公共団体並びに農林⽔産省か
ら委託を受けた⺠間事業者がその業務の⽬的で使⽤する場合 

・つなぐ棚⽥遺産に認定された棚⽥において、棚⽥を含む地域の振興に参加している主
体 

・つなぐ棚⽥遺産オフィシャルサポーターに認定された企業、団体等 
・報道機関が報道及び広報の⽬的で使⽤する場合 
・その他地域振興課⻑が特に認める場合 

（３）政治団体、宗教法⼈⼜は反社会的勢⼒からのマークの資料承認の申請は、受け付けま
せん。 

 
３．図柄等 

（１）マークのデザイン⾊調及びサイズ等は、別紙のとおりとします。 
（２）マークの上に他の図形、⽂字等を重ねることはできません。 
（３）マークを改変して使⽤することはできません。 

 



 
 

 

４．マークの表⽰条件 
第２により承認を受けた⼜は申請⼿続を省略した者（以下「使⽤者」という。）は、つな

ぐ棚⽥遺産に認定されたこと⼜はつなぐ棚⽥遺産の取組を⽀持することを表明する下記
の取組においてマークを表⽰することができます。下記の活動のいずれにも該当しない場
合は、地域振興課⻑が表⽰の可否を判断します。 

（１） 広報活動・事業活動（ＣＳＲ事業含む。）での利⽤ 
（２） その他名刺や看板、ポスター、パンフレット、事務所等での掲⽰他 

 
５．使⽤料 

使⽤料は無料とします。 
 
６．遵守事項 

（１）使⽤者は、商標法（昭和 34 年法律第 127 号）による商標登録、意匠法（昭和 34 年
法律第 125 号）による意匠登録等、著作物に関する⾃⼰の権利を新たに設定⼜は登録し
てはいけません。 

（２）ロゴマークの著作権（著作権法（昭和 45 年法律第 48 号）第 17 条第 1 項に規定す
る権利並びに第 27 条及び第 28 条に規定する権利を含む。）は農林⽔産省に帰属してお
り、無断で使⽤することはできません。 

（３）ロゴマークの使⽤に要する費⽤は、第三者との係争、審判、訴訟等に要した費⽤を含
め、使⽤者が負担するものとします。 

（４）使⽤者は、ロゴマークの使⽤に起因して第三者に損害を与えた場合には、これに対し
全ての責任を負うものとします。 

（５）使⽤者は、この承認によって⽣じる権利及び義務を第三者に譲渡し⼜は継承させては
いけません。 

 
７．使⽤者の違反等に対する取扱い 

使⽤者が本規約に定める事項を遵守しなかった場合その他地域振興課⻑が不適当と認め
る場合には、地域振興課⻑はその使⽤の差⽌めの請求⼜は必要な指⽰等を⾏うことができま
す。また、これらに関して、使⽤者に損害が⽣じても、地域振興課⻑はその責めを負いませ
ん。 

 
８．規約の改正 

本規約は、必要に応じて事前の通知なく改正される場合があります。本規約の改正により
使⽤者に不利益が⽣じる場合であっても、農林⽔産省は⼀切の責任を負わないものとします。 

  



 
 

 

別紙  
 
１． ロゴマーク 

⼭間部に存在する棚⽥をイメージしたイラストとともに、稲穂と⽇の丸のイラストが描か
れており、⻑い歴史を有し、⽇本が誇る棚⽥の様を表現しています。 
 
２． ⾊調 
 使⽤に当たっては、基本ロゴマークのカラー表⽰を再現するものとしますが、印刷物等の
デザイン上、モノクロを選択しても差し⽀えありません。 
 
３．サイズ 
 ロゴマークを使⽤する際は、縦横⽐率を固定し、⽂字やイラストの線が判別できる程度の
⼤きさを保つこととします。  
 
４．イラストと⽂字の組換え 
 基本ロゴマークのイラスト部分と⽂字部分を組み替えて使⽤することも可能です。ただ
し、必ずイラスト部分と⽂字部分をセットで配置してください。また、⽂字部分は、横もし
くは縦の 1 ⾏で表記してください。⽂字を斜めに配置したり、2 ⾏で表記したりすることは
できません。 
 
（基本ロゴマーク） 

カラー表⽰ モノクロ表⽰ 

 

  

 

  

⾒本 ⾒本 ⾒本 



 
 

 

(イラストと⽂字の組換え)  
 カラー表⽰ モノクロ表⽰ 
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(イラストと⽂字の組換え例) 

  

 

 

⾒本 ⾒本 ⾒本 
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⾒本 

⾒本 
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⾒本 

⾒本 



別記様式１ 

 
つなぐ棚⽥遺産ロゴマーク使⽤承認申請書 

 
  年  ⽉  ⽇ 

農林⽔産省 農村振興局 農村政策部 地域振興課⻑ 宛て 
 

 申請者[利⽤予定者］ 
（所在地）                     
（名称）                     
（代表者）     
 

つなぐ棚⽥遺産ロゴマークを下記により使⽤したいので申請します。 
上記使⽤に関しては，使⽤規約を遵守することを誓約します。 
 

記 
 
１． 使⽤の⽬的 

 
 

２． 使⽤の具体的⽅法 
（例：○○という印刷物に掲載） 

 
 
３． 使⽤期間 

  年  ⽉  ⽇ 〜    年  ⽉  ⽇ 
 

４． 連絡先 
住所： 
電話： 
メールアドレス： 

 
(注)原本の提出は不要です。メール等にて農林⽔産省農村振興局農村政策部地域振興課⻑宛てにメー
ルで送付してください。 
(注)「つなぐ棚⽥遺産ロゴマーク使⽤承認申請書」のＰＤＦデータ及び参考となる資料（申請者の概
要，使⽤するものの⾒本その他参考となる資料）を添付してください。 
(注)申請者及び事業者等の捺印は不要です。 
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